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 
近年､ 日本では､ WLBに対する関心が高まっ
ている｡ WLBとは､ ｢仕事と生活の調和｣ (坂東,
2008) と訳され､ 大沢 (2008) によると､ 多く
の人が働きすぎでもっとバランスのとれた働き
方がしたいということから使われた言葉である｡















Factors Influencing Work-Life Balance in Nurses
加 藤 昭 尚 (Akinari Kato)＊ 山 田 覚 (Satoru Yamada)＊＊
 
本研究の目的は､ 看護師のワークライフバランス (以下WLB) に影響する要因を明らかにし､ それらを基盤として看護
師のWLB実現に効果的な人的資源管理の在り方への示唆を得ることである｡ 全国の看護師1,172名を対象に質問紙調査を
行った｡ 統計的分析は､ 目的変数をWLB９項目､ 説明変数を内的要因､ キャリア要因､ 外的要因の43項目とした重回帰分






This study aimed to identify the factors influencing work-life balance (WLB) in nurses and to provide
suggestions for effective human resource management, through which nurses can achieve WLB. A self-
administered questionnaire was distributed among 1,172 nurses across Japan , after which a step-wise multiple
linear regression analysis was performed. Objective and explanatory variables were used to measure WLB (９
items) and career, internal, and external factors (43 items), respectively. Valid responses from a total of
684 nurses were included. Among the responses, 453 valid responses were analyzed. Factors influencing
particulars of WLB included the following: internal factors [career plan and family structure (having
children of the same home, numbers of children under the age of ６ years of the same home)]; career factors
[work shift (day shift and on-call) and department (outpatient service)]; and external factors
[organizational culture, proper staffing, selecting employment types, organizational philosophy, and
institution (social medical corporation)]. These results suggest prioritizing support for career planning
within approximately ５ years.
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＊高知大学医学部附属病院 ＊＊高知県立大学看護学部









て､ WLBの意義の啓発 (Sachiko, 2010)､ 保育施
設の充実 (山本, 橋本, 長尾, 2010；脇川, 濱
野, 野茂, 2010)､ 多様な勤務形態の提供 (山






は､ 看護師の経験年数 (佐藤, 柳原, 石井他,
2012)､ 婚姻の有無 (佐藤, 柳原, 石井他, 2012
；佐藤, 2010)､ 子供の有無 (山口, 百瀬, 2011
；佐藤, 2010)､ キャリア志向の有無 (佐藤,
柳原, 石井他, 2012) などの個人に関する要因
や､ 設置主体 (川村, 鈴木, 2014) といった組
織に関する要因､ 職位や勤務形態 (山口, 百瀬,















経営研究所, 2008；Redmond J, 2006；内閣府,
2018) より ｢生活が充実する｣ ｢希望するバラ
ンスで展開する｣ ｢仕事が充実する｣ ｢仕事を継
続する｣ の４つの要素から構成されると仮定し






百瀬, 2011)､ 勤務体制 (下田, 竹村, 畠山,
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個人特性 性別 ①男性 ②女性
年齢 ( ) 歳
資格 ①看護師 ②准看護師 ③保健師 ④助産師 (複数回答)
家族構成 １) 同居家族の有無
２) 同居している子どもの有無, ６歳以下の子どもの人数, ７歳以上の子どもの人数
３) 同居している日常生活に支援が必要な成人の有無
全介助者の人数, 一部介助の人数
教育背景 ①高等学校専攻科 ②専門学校２年課程 ③専門学校３年課程
④短期大学２年制 ⑤短期大学３年制 ⑥大学 ⑦大学院
看護経験年数 ( ) 年 ( ) ヶ月
部署経験年数 ( ) 年 ( ) ヶ月










配属部署 ①外来 ②手術室 ③外科系病棟 ④内科系病棟 ⑤小児科病棟
⑥産科・婦人科病棟 ⑦精神科 ⑧救命救急センター ⑨ICU
職位 ①スタッフ ②副師長 (副科長, 主任, 係長)





組織内要因 設置主体 ①社会医療法人 ②国立大学法人 ③独立行政法人 (地方独立行政法人, 公立大学法
人など含む) ④都道府県 ⑤市町村, 市町村 (組合) ⑥厚生連 ⑦日本赤十字社












































































































性別 男性 28 6.2
女性 425 93.8
資格 ①准看護師 あり 37 8.2
(複数回答) なし 416 91.8
②保健師 あり 29 6.4
なし 424 93.6
③助産師 あり 18 4.0
なし 435 96.0
家族構成 ①同居家族 あり 325 71.7
なし 122 26.9
無回答 6 1.3
②同居子ども あり 207 45.7
なし 240 53.0
無回答 6 1.3










⑤同居要介護者 あり 25 5.5
なし 417 92.1
無回答 11 2.4
⑥全介助の要介護者の人数 ０人 435 96.0
１人 7 1.5
無回答 11 2.4
















中位項目 下位項目 質問内容 平均値±標準偏差
仕事が充実する 仕事のやりがい 仕事にやりがいを感じている 0.5±0.9
仕事の責任 仕事の責任を果たしている 0.8±0.7




希望するバランスで展開する 仕事より私生活を優先 仕事より私生活を優先している -0.2±1.1
私生活より仕事を優先 私生活より仕事を優先している 0.2±1.0
仕事を継続する 有給休暇の取得 急用ができた場合､ 有給休暇を取得している -0.3±1.3














人特性､ 個人的要因､ キャリア要因､ 組織内要








































































R２＝決定係数 R２＝0.34 R２＝0.33 R２＝0.26 R２＝0.26 R２＝0.32 R２＝0.21















教育背景２) 高等学校専攻科 0.10* 0.11*
大学 -0.10*
















































































































































































関する要因 (佐藤, 柳原, 石井他, 2012；山口,
百瀬, 2011；佐藤, 2010) や､ 設置主体 (川村,





































































































今日から変われる入門講座 (初版), 10, 東
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